
第14号 夏休みを迎える前に号

2014.7.11 東和中学校

和歌山大空襲（７月９日）について （全校放送の内容）

今日、７月９日はどんなことが起こった日か生徒の皆さんはご存じでしょうか。

今日、７月９日は『和歌山市が大空襲に見舞われた日』なのです。和歌山大空襲は１９４５

年（昭和２０年）７月９日の夜から１０日未明にかけて、アメリカ軍の１０８機の爆撃機Ｂ２９が襲

来し、焼夷弾を約１７万発を落とし、和歌山のシンボルである和歌山城をはじめ、和歌山市中

心部を一夜にして焼け野原へと変貌させました。

この和歌山大空襲によって１，４００人の尊い和歌山県民が命を落とし、４，０００人以上が

負傷しました。しかし、戦後復興から高度成長期、バブル期を経て、戦争の爪痕を現代に伝え

る場はかすみ始めています。今、和歌山城は再建され、何事もなかったようにそびえ立ってい

ます。しかし、現代人が平和に日々を送るこの場所で、６９年前に確かに戦争はあったので

す。私たちはそのことを絶対に忘れてはいけませんし、私たちは戦争の悲惨さを後世に伝える

責務があります。

今、和歌山市立博物館の１階ホールにおいて、「描かれ写された和歌山大空襲」が今月５

日から１３日まで展示されています。被災した街や和歌山駅のパネル等や空襲の実体験をも

とに市民が描いた絵巻物「和歌山大空襲体験絵巻」などの資料が合計１７点紹介しています。

ほかに常設展の「戦災と復興」コーナーでも、焼夷弾や防空ずきんの実物など約５０点を展示

しています。被害を受けた和歌山市内の状況の記録映像を見ることができます。

生徒のみなさんは、是非とも博物館に足を運び、戦争の悲惨さを実感して下さい。

（7月9日 教頭 山本 均）

７月９日、６９年前に起こった和歌山大空襲の日に改めて平和の大切さ、ありがたさを

確認するとともに暴力のない平和な世の中を自分たち自身の手で作っていく使命が君たち

自身にあることを忘れないでほしいと思います。

◎夏休み中の主な行事
7月12日～22日 和歌山市中学校総合体育大会

7月25日～30日 和歌山県中学校総合体育大会（和歌山市・海草地方）

8月1日（金） 登校日

8月4日（月） 和歌山工業高校体験学習（午前中）

8月6日～10日 和歌山市中学校美術展（9:30～16:30 市民会館）

8月7日～13日 市民憲章優秀作品展示（近鉄百貨店5階）

8月9日午後～10日 和歌山市長選挙会場貸与（体育館使用不可能）

8月21日（木） 登校日 課題提出日

8月22日（金） 県立和歌山商業高校体験学習

※学校美化活動（8月24日）多くの生徒の参加協力を期待します！ ※学校美化活動（8月24日）多くの生徒の参加協力を期待します！

8月24日（日） 学校美化運動（8:00～11:00） 雨天の場合は31日に延期

8月25日～28日 和歌山市中学校軟式野球選手権大会

8月25日～26日 和歌山市中学校生徒会宿泊研修会（紀三井寺ｶﾞｰﾃﾞﾝﾎﾃﾙはやし）

8月25日（月） 和歌山東高校体験学習(9:00～12:20）

8月26日（火） 貴志川高校体験学習(9:00～12:00)

8月26日～27日 和歌山市中学校ソフトテニス秋季選手権大会(つつじが丘ﾃﾆｽｺｰﾄ）

8月27日（水） 海南高校美里分校体験学習（午後）

8月30日（土） 和歌山北高校スポーツ健康科学科体験学習（午後）

8月31日（日） 県下剣道優勝大会（ビッグホエール）

9月1日（月） 始業式、午後；避難訓練

夏休みの登校について
○夏休み中は、部活動や補充学習以外での登校はしないようにしましょう。

登校したときは、担当教員（職員室）に用件を届けるようにしましょう。

○３年生は、５教科（国･社･数･理･英）の質問教室をします。上手に利用しましょう。

時間 １０：００～１２：００ 場所 体育館２階 （決まり事を守ること）

○登校日 ８月１日（金）、８月２１日（木）夏休みの課題提出日

「早寝･早起き･朝ごはん」といった生活のリズムを！
夏休みこそ、自己管理能力を発揮し、生活のリズムを崩さないようにしよう。

読書に親しもう！
夏休み中にたくさんの本との出会いをしましょう。本は君たちの心を豊

かにします。オススメの本を家族や友だちと紹介したり、交換するのも良い

でしょう。

家庭での学習習慣を身につけよう！
各学年、夏休みの宿題が出されます。提出日は８月２１日と9月1日となっています。教科や

内容によって異なりますが、期限を守り確実に提出しましょう。

「税の作文」、「人権作文」、「社会を明るくする運動作文」については、いずれか一つは必ず

提出とします。

東和便り第5号で紹介した「すべての教室へ新聞を」運動促進による作文コンクールについ

て、題名を「私と新聞」とし、400字詰め原稿用紙2枚以内となっています。作文応募、多数、受

け付けています。詳細は、校長または教頭まで。

この休み中は、宿題以外に、今までの復習や、これからの予習に取り組める

ときです。家庭での学習習慣を身につける大変よい機会ではないでしょうか。


